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企画営業部 ICT施工推進室
千葉 大樹
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砂子組の応募歴

第1回（H29）：道央圏連絡道路 千歳市 泉郷改良工事
第2回（H30）：応募なし
第3回（R1） ：ICT活用による組織連系
第4回（R2） ：ICT活用による新たな出来形管理へのチャレンジ
第5回（R3） ：新技術の研究開発及びICTにおける技術普及・ノウハウの共有
第6回（R4） ：建設DXによるプロセス革命と生産性向上を目指したサプライチェーンの構築
第7回（R5） ：（北海道推薦）きたひろしま総合運動公園線防A1地方道工事（1号橋下部工）その2
第8回（R6） ：現場コンシェルジュによるプロセス革命
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第8回 令和6年度 インフラDX大賞
i-Construction推進コンソーシアム会員の取組部門 優秀賞
「現場コンシェルジュによるプロセス革命」
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令和6年度 ノミネート動画
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取り組んだ内容

各種データを統合管理

共通工程表による複数
工事のリソース共有

デジタライゼーション実現
による全体最適化

・エリアセグメント工法により従来諦めて
いた降雨の合間の施工を可能とし攻めの
工程管理、 環境に影響されないアーリ
ーフィニッシュ工程を実現

プラットフォームの
各関係者への展開

スマート農業へのデータ展開

・人や建機など各工事共通するリソー
スを共有

・各現場の最短工程ではなく地区全体
の施工パフォーマンスが最大限発揮
できる環境を構築（個別の最短工程
ではなく、全体では20%程度アップ
する）

・搬入と土配の各データを統合し
予実管理を行う

・各種データによりサイクルタイム
等を算出し施工管理の効率化を
実現・工事で得られた位置情報データを

農業用ドローンやICTトラクター
で利用可能な形に変換し、データ
の社会循環を実現

・「現場コンシェルジュ」を活用し、
各関係者間のコミュニティを形成
することで施工マネジメントへの
積極的な参画が可能となり、地区
一体となった事業運営が実現

大規模土工における
適期施工

・小範囲ごと好条件下での作業の完結によ
り降雨による品質低下を防ぎ良質な圃場
を提供

・準備測量90%削減、管理人員50%
削減、施工効率25%向上

現場コンシェルジュ
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プラットフォームの各関係者への展開
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プラットフォームの各関係者への展開

関係者のフリースペース

3Dビューアや空撮写真、工程など様々な情報を
「現場コンシェルジュ」に集約し、関係者に公開。
また、コンシェルジュハウスを設置し、打合せや会合
などフリースペースとして発注者や地先住民など
広く活用した。

3Dビューア

3Dシミュレーション

空撮写真
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共通工程表による複数工事のリソース共有
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共通工程表による複数工事のリソース共有
・近隣の他社工事との共通工程表により、各工事共通のリソース（人・建機等）
を共有することで個別ではなく地区全体のパフォーマンスが向上する。

個別に行った場合、建機が稼働していなくて
も現場に置いておく事が多く、その間も費用は
発生している。
複数現場を渡り歩いて短期間の作業をこなす
ことで、自分の現場だけでなく他社工事も含め
たコスト削減が実現した。
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大規模土工における適期施工
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大規模土工における適期施工
・エリアセグメント工法により、従来は諦めていた降雨の合間の施工が可能となり、
好条件下での作業完結により降雨による品質低下を防いだ。

ここがエリアセグメント工法の強み！

同じ色の小区画同士で切盛りを行う事で全てが同じ高さになる！

計画小区画モデル 施工小区画モデル

UAVで計測した精密な点群データがあるからできる！
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大規模土工における適期施工

今まで、降雨により作業が出来なかった期間でも、
エリアセグメント工法により雨の隙間期間で小区画施工が可能となるため進捗UP
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デジタライゼーション実現による全体最適化
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デジタライゼーション実現による全体最適化

A
B
C
D
E
F
G

1   2    3   4    5   6   7   8    9

該当するほ場の受益者（農家）
が延台数 約200台/日のダンプ
を1台毎に受入確認する。

現場の所長や職員は、受益者
さんの土埃対策、熱中症対策、
話し相手…さらに現場の管理まで！

今までの客土工事
〇大運搬（現場外から土を持ってくる） 〇小運搬（土をほ場に配る）
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デジタライゼーション実現による全体最適化

〇大運搬
搬入台数の管理はQRコードで
カウントし、帳票まで作成。
受益者はコンシェルジュハウスや
スマホで進捗状況をリアルタイム
に確認できる

〇小運搬
ガイダンスシステムにより見出し棒、
誘導員の配置なし。
システムの誘導により直線的（最
短距離）で精度よく運搬でき、
作業効率も向上

・15ha 10日間稼働、建機台数、オペレーターの人数は
同じとした場合の省力化の例

大運搬 従来施工 ICT施工
搬入確認 10人工 0人工

小運搬 従来施工 ICT施工
見出し棒設置 20人工 0人工
配置位置誘導 30人工 0人工
見出し棒撤去 5人工 0人工

新たなデジタル技術を本気で使い倒せば
システムの費用を差し引いても利益創出！
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スマート農業へのデータ展開
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スマート農業へのデータ展開

工事が終わったから得られたデータの活用も終わりではありません。

農業工事の場合はスマート農業などへデータを展開する事で営農作業の
効率化が図れます。
道路工事や河川工事であっても、後の維持管理へデータを引き継ぐ事で
管理業務の効率化やデータの一元化などメリットがあります。

調査・設計 施工

維持管理
スマート農業
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農業工事以外も無関係ではありません
これらの取組は国土交通省が提唱しているICT施工StageⅡにも共通しています。

StageⅡ対象項目
①施工段取りの最適化
②ボトルネックの把握、改善
③進捗状況把握による予実管理
④その他（注意喚起、教育等）
⑤上記以外（出来形データを用いた
机上での段階確認・出来形検査）

今回の取組み
①共通工程表による複数工事のリソース共有
②大規模土工における適期施工
③デジタライゼーション実現による全体最適化
④プラットフォームの各関係者への展開
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企画営業部 ICT施工推進室
千葉 大樹

ご清聴ありがとうございました


